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　平成２３年第３回定例会は、９月６日に招集され、会

期を２２日までの１７日間と決め開催されました。 

　平成２２年度一般会計、６特別会計、水道事業会計の

決算認定をはじめ、総合行政システム改修委託料や生

活環境道路平和通団地改良舗装工事等に伴う補正予算

などを審議し原案どおり可決しました。 

　一般質問では５人の議員が質問に立ち、町政に対す

る理事者の考えを質したほか、各常任委員会の所管事

務調査報告、国や関係機関への意見書５件を審議し原

案どおり可決しました。 

審議結果 

意見書等 

条例制定 

決 算 認 定 

報　　　告 

人　　事 

補正予算 

選　　　挙 

そ の 他 

◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決 

議
　
　
　
案 

議　　　　件　　　　名　　　　等 継続審査・調査・その他 番　　号 結  果 区　　分 

発
　
議
　
案 

議 案 第４３号 
議 案 第４４号 
議 案 第４５号 
議 案 第４６号 
議 案 第４７号 
議 案 第４８号 
議 案 第４９号 
同 意 第３号 
報 告 第１０号 
報 告 第１１号 
報 告 第１２号 
報 告 第１３号 
認 定 第１号 
認 定 第２号 
認 定 第３号 
認 定 第４号 
認 定 第５号 
認 定 第６号 
認 定 第７号 
認 定 第８号 
選 挙 第１３号 
選 挙 第１４号 

発議案第１１号  
発議案第１２号 
発議案第１３号 
発議案第１４号 
発議案第１５号 

七飯町税条例等の一部改正について 
平成２３年度七飯町一般会計補正予算（第５号） 
平成２３年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
平成２３年度七飯町後期高齢者医療健特別会計補正予算（第１号） 
平成２３年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第１号） 
平成２３年度七飯町一般会計補正予算（第６号） 
平成２３年度七飯町一般会計補正予算（第７号） 
教育委員会委員の任命について 
平成２２年度七飯町健全化判断比率について 
平成２２年度七飯町水道事業資金不足比率について 
平成２２年度七飯町下水道事業資金不足比率について 
平成２２年度七飯町土地造成事業資金不足比率について 
平成２２年度七飯町一般会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町土地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 
平成２２年度七飯町水道事業会計決算認定について 
選挙管理委員の選挙 
選挙管理委員補充員の選挙 
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員定数改善、就学保障 
充実など２０１２年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書 
森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書 
電力多消費型経済からの転換を求める意見書 
ＪＲ三島・貨物会社の経営安定化に関する意見書 
平成２４年度農業予算編成並びに税制改正に関する意見書 
各常任委員会報告 
出納検査報告 
発言取消しの申し出の件 
議員の派遣について 
閉会中の継続審査の申し出について 
閉会中の委員会活動の承認について　 

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
同　意 
報告済 
報告済 
報告済 
報告済 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
認　定 
 
 

◎
 
 
◎ 
◎ 
◎ 
○ 
報告済 
報告済 
許　可 
承　認 
承　認 
承　認 

平成２２年度決算審査 
　　　　特別委員会報告 
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◆
七
飯
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
七
飯
町
税
条
例
等
の
所
定

の
改
正
を
行
う
一
部
改
正
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
、
生
活
環
境
道
路
平
和
通

団
地
改
良
舗
装
工
事
等
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
千
４１６
万

１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
９９
億
６
千
９３１
万

５
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

電
算
用
帳
票
類
印
刷
製
本
費

等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１８７
万

７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
３３
億
５
千
４９４
万

７
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
負
担
金
等
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１８７
万
４
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

３
億
４
千
８８７
万
４
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）国

庫
支
出
金
等
返
還
金
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
６２８
万

７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１８
億
７
千
２２９
万

６
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

台
風
１２
号
・
台
風
１３
号
大
雨

に
よ
る
災
害
復
旧
費
等
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
２８０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
９９
億
８
千
２１１
万
５
千
円
と

し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

地
域
主
権
改
革
一
括
法
関
連

例
規
整
備
委
託
料
、
保
育
所
運

営
費
国
庫
支
出
金
等
前
年
度
精

算
返
還
金
と
し
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２７６
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

９９
億
８
千
４８８
万
１
千
円
と
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。

氏
名
　
吉
田
雅
幸
（
６０
歳
）

住
所
　
本
町
３
丁
目
１３
番
３
号

◆
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

本
　
間
　
俊
　
法

服
　
部
　
　
　
満

工
　
藤
　
壽
　
夫

工
　
藤
　
洋
　
三

◆
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選

挙
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
選
挙
が
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し

た
。

立
　
花
　
　
　
勇

甕も
た
い

正
　
治

金
　
澤
　
　
　
実

小
　
杉
　
重
　
宣

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
５
件

の
意
見
書
を
可
決
し
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

堅
持
・
負
担
率
１
／
２
へ
の
復

元
、
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学

保
障
充
実
な
ど
２
０
１
２
年
度

国
家
予
算
編
成
に
お
け
る
教
育

予
算
確
保
・
拡
充
に
向
け
た
意

見
書

◎
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
積
極
的
な
展
開
に
関
す
る

意
見
書

◎
電
力
多
消
費
型
経
済
か
ら
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書

◎
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社
の
経

営
安
定
化
に
関
す
る
意
見
書

◎
平
成
２４
年
度
農
業
予
算
編
成

並
び
に
税
制
改
正
に
関
す
る
意

見
書

◆
平
成
２２
年
度
七
飯
町
健
全
化

判
断
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
２２
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
２２
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
２２
年
度
七
飯
町
土
地
造

成
事
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会

計
決
算
は
「
平
成
２２
年
度
決
算

審
査
特
別
委
員
会
」
に
審
査
を

付
託
し
、
そ
の
審
査
結
果
の
報

告
書
が
定
例
会
最
終
日
に
提
出

さ
れ
、
全
会
計
を
全
員
一
致
で

認
定
し
た
。

（
報
告
書
は
２４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
七
飯
町
営
住
宅
の
設
置
条
例

の
一
部
改
正

冬
ト
ピ
ア
団
地
の
駐
車
場
の

増
設
及
び
鳴
川
団
地
Ｅ
棟
分
の

駐
車
場
の
完
成
に
伴
い
、
別
表

（２）
共
同
施
設
の
改
正
を
行
う
一

部
改
正
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

大
沼
１５
号
線
他
側
溝
補
修
工

事
、
本
町
１９
号
線
排
水
整
備
工

事
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

千
４８５
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
億
９

千
５１５
万
４
千
円
と
し
た
。

◆
南
渡
島
消
防
事
務
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

神
c
和
枝
議
員
の
辞
職
に
よ

り
七
飯
町
の
定
数
に
欠
員
が
生

じ
た
の
で
、
平
松
俊
一
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
１
件

の
意
見
書
を
可
決
し
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
と
大

間
原
子
力
発
電
所
建
設
の
凍
結

を
求
め
る
意
見
書

◆
町
道
鶴
野
２
号
線
改
良
工
事

〔
１
工
区
〕
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

１
億
５
千
５７１
万
５
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
　
相
互
建
設

◆
町
道
鶴
野
２
号
線
改
良
工
事

〔
２
工
区
〕
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

１
億
５
千
２２５
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
　
鈴
木
事
業
所

一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
出
納
状

況
を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
２３
年
５
月
分
を

６
月
２９
日
、
３０
日

平
成
２３
年
６
月
分
を

７
月
２８
日
、
２９
日

平
成
２３
年
７
月
分
を

８
月
３０
日
、
３１
日

検
査
結
果

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
な
し
。

監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

横
　
田
　
有
　
一

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
２３
年
第
３
回
定
例
会 

条
例
一
部
改
正 

人
　
　
　
事 

選
　
　
　
挙 

報
　
　
　
告 

そ
　
の
　
他 

決
　
　
　
算 

発 
議 
案
【
意
見
書
】 

補 

正 

予 

算 

監 

査 

報 

告 

監 

査 

報 

告 

例  

月  

出  

納  

検  

査 

第
３
回 ７

月
２５
日 

条
例
一
部
改
正 

選
　
　
　
挙 

そ
　
の
　
他 

発 

議 

案
【
意
見
書
】 

補 

正 

予 

算 
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青
少
年
セ
ン
タ
ー
「
ユ
ー
ト

ピ
ア
大
沼
」
は
、
昭
和
３３
年
７

月
１
日
に
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
た
大
沼
国
定
公
園
の
大
沼
管

理
計
画
区
内
に
、
昭
和
４４
年
に

南
北
海
道
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と

し
て
開
業
し
て
い
る
。
こ
の
ユ

ー
ト
ピ
ア
大
沼
を
平
成
２３
年
３

月
に
策
定
さ
れ
た
第
４
次
七
飯

町
行
政
改
革
大
綱
の
行
政
改
革

取
組
事
項
一
覧
（
１．

各
種
事

務
事
業
の
見
直
し
）
に
ユ
ー
ト

ピ
ア
大
沼
の
廃
止
を
平
成
２３
年

度
検
討
・
平
成
２４
年
度
実
施
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

開
業
以
来
、
温
水
プ
ー
ル
は

解
体
・
宿
泊
施
設
と
し
て
の
営

業
中
止
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
撤
退
と
い
う

状
況
の
中
で
、
６０
℃
前
後
の
温

泉
が
毎
分
２９３
㍑
出
て
い
る
泉
源

が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
東
大
沼
町
内

会
会
員
に
「
な
な
え
広
報
」
に

折
り
込
み
平
成
２４
年
３
月
で
閉

館
し
建
物
は
解
体
す
る
と
い
う

通
知
を
し
て
い
る
。
開
業
以
来

の
行
政
運
営
が
、
適
切
な
の
か

疑
問
が
あ
り
ま
す
の
で
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
開
業
か
ら
現
在
ま
で
の
運
営

状
況
と
事
業
内
容
に
つ
い
て

②
開
業
か
ら
現
在
ま
で
の
公
園

計
画
等
の
許
認
可
状
況
に
つ
い

て③
七
飯
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
と
七
飯
町
行
政
改
革
推
進
本

部
の
構
成
員
と
役
割
に
つ
い
て

④
行
政
改
革
会
議
で
ユ
ー
ト
ピ

ア
大
沼
廃
止
を
ど
の
よ
う
な
経

過
で
決
定
し
た
か
に
つ
い
て

⑤
東
大
沼
町
内
会
だ
け
に
通
知

し
た
理
由
と
広
く
通
知
し
な
い

理
由
に
つ
い
て

⑥
東
大
沼
町
内
会
に
通
知
し
た

文
章
の
内
容
に
つ
い
て

⑦
大
沼
地
区
の
町
内
会
や
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
利
用
者
へ

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

⑧
今
後
の
公
園
計
画
等
に
つ
い

て⑨
今
後
の
温
泉
の
利
活
用
に
つ

い
て

【
副
町
長
】

平
成
９
年
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
件
で
す
が
、

車
庫
設
置
は
公
園
法
の
届
出
を

し
ま
し
た
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

本
体
の
設
置
工
事
は
私
の
判
断

で
届
出
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

も
し
こ
の
事
に
よ
り
他
の
機
関

や
他
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
町
長
】

平
成
１３
年
に
公
園
計
画
の
変

更
を
行
わ
な
か
っ
た
事
は
遺
憾

で
あ
る
。
通
知
文
書
で
な
く
現

地
説
明
会
を
最
初
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
事

務
の
不
手
際
を
陳
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

温
泉
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

東
大
沼
地
域
が
活
性
化
す
る
事

が
一
番
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
地
域
の
皆
様
と
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
を
含
め
て
検
討

す
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
の
予
算
措
置
も
考
え

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
、「
平
成
２３
年
７
月

３１
日
付
の
懲
戒
処
分
の
詳
細
と

再
発
防
止
に
つ
い
て
」、「
町
道

維
持
作
業
車
の
更
新
計
画
の
現

状
と
体
制
に
つ
い
て
」
を
質
問

し
て
い
る
。
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青
少
年
セ
ン
タ
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
大
沼
の
今
後
に
つ
い
て 

温
泉
利
活
用
を
検
討
す
る
為
に
予
算
も
含
め
て
考
慮 
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急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化
に

対
応
す
べ
く
、
七
飯
町
は
平
成

１８
年
６
月
に
「
第
４
次
七
飯
町

総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
更
に

平
成
２２
年
３
月
に
は
「
次
世
代

育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
」
を

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
少
子
化

対
策
及
び
子
育
て
対
策
を
目
的

に
策
定
し
て
い
る
。
今
後
こ
の

行
動
計
画
に
従
っ
て
活
動
さ
れ
、

よ
り
良
い
成
果
が
出
来
る
だ
け

早
く
表
れ
る
よ
う
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

①
総
合
公
園
は
今
年
度
で
完
成

す
る
が
、
子
育
て
世
代
の
要
望

は
自
宅
近
く
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
気

軽
に
で
き
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」

の
充
実
で
あ
る
。
遊
具
や
ト
イ

レ
な
ど
の
施
設
を
設
け
な
い
、

平
ら
な
だ
け
の
個
人
所
有
等
の

空
き
地
を
町
が
借
り
上
げ
て
、

早
急
に
整
備
進
め
る
考
え
は
な

い
か
。

②
新
生
児
に
対
し
て
祝
金
を
支

給
し
て
い
る
自
治
体
も
多
く
あ

る
。
町
で
は
、
現
在
お
米
を
進

呈
し
て
い
る
が
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
上
乗
せ

で
祝
金
な
ど
を
支
給
す
る
考
え

は
な
い
か
。

【
子
育
て
健
康
支
援
室
長
】

①
町
内
に
は
都
市
公
園
が
１１
か

所
、
開
発
行
為
等
に
よ
る
帰
属

緑
地
が
６６
か
所
、
ち
び
っ
こ
広

場
が
２３
か
所
あ
る
が
、
ち
び
っ

こ
広
場
は
面
積
も
狭
く
、
遊
具

を
配
置
し
て
い
る
の
で
幼
児
か

ら
小
学
校
低
学
年
が
利
用
対
象

で
質
問
の
様
な
利
用
は
無
理
で

あ
る
。
今
後
私
有
地
等
も
含
め

て
平
ら
な
空
き
地
を
利
用
し
、

地
域
の
力
を
借
り
な
が
ら
可
能

か
検
討
し
て
行
き
た
い
。

【
町
長
】

②
町
で
は
出
産
時
に
保
健
師
と

保
育
士
が
今
後
の
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を
か
ね
て
出

産
家
庭
を
訪
問
し
、
そ
の
際
お

米
３.５
キ
ロ
を
お
祝
い
と
し
て
進

呈
し
て
い
る
。
祝
金
を
出
さ
な

い
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、
祝

金
そ
の
も
の
が
子
ど
も
の
増
加

に
寄
与
し
て
い
る
と
は
考
え
に

く
く
、
町
と
し
て
は
現
在
の
制

度
に
上
乗
せ
す
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ
町
内
農
地
よ
り
発
生
し
た

除
礫
石
の
処
理
に
つ
い
て

町
内
各
農
地
で
発
生
し
た
除

礫
石
を
処
理
す
る
に
当
た
り
、

該
当
処
分
場
が
今
ま
で
は
な
か

っ
た
が
、
こ
の
度
鳴
川
砕
石
場

の
企
業
撤
退
跡
地
が
道
発
注
工

事
の
残
土
処
理
地
と
し
て
転
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
町

内
に
点
在
し
て
い
る
除
礫
石
を

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
、

道
に
要
請
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
た
い
。

【
町
長
】

農
地
か
ら
発
生
し
た
除
礫
石

は
産
業
廃
棄
物
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
個
人
の
所
有
物
と
な

る
。
鳴
川
の
採
石
場
跡
地
は
、

道
発
注
工
事
で
あ
る
久
根
別
川

改
修
工
事
で
発
生
す
る
残
土
処

理
地
と
し
て
道
が
整
備
を
進
め

て
い
る
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
へ

農
家
個
人
の
所
有
物
で
あ
る
石

を
受
け
入
れ
要
請
す
る
考
え
は

も
っ
て
い
な
い
。

そ
の
他
、「
七
重
官
園
跡
地
、

赤
松
街
道
、
町
内
古
木
等
の
保

存
に
つ
い
て
」、「
町
内
業
者
の

育
成
と
雇
用
拡
大
に
つ
い
て
」

を
質
問
し
て
い
る
。
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育
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援
に
つ
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子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
空
き
地
流
用
で
検
討 
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一 般 質 問  

七飯町 議会だより 

こ
こ
数
年
、
戦
後
の
経
済
を

支
え
て
き
た
「
元
気
な
団
塊
世

代
」
の
方
々
が
退
職
さ
れ
、
時

間
に
余
裕
が
で
き
、
愛
す
る
郷

土
に
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
抱

え
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

各
々
が
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ

れ
た
経
験
や
技
術
、
知
恵
を
お

持
ち
の
方
々
で
す
。
そ
の
中
で

は
、
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
、
直
ぐ

に
町
内
会
デ
ビ
ュ
ー
の
で
き
る

方
々
ば
か
り
で
な
く
、
チ
ャ
ン

ス
、
出
会
い
の
な
い
方
、
出
無

精
の
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
活
性
化
、
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
昨
今
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

い
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
七
飯
町
の
団
塊
の
世
代
を
含

む
シ
ニ
ア
世
代
は
現
在
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
。

②
町
の
活
性
化
の
促
進
を
担
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
新
た
な
組

織
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】

シ
ニ
ア
世
代
と
呼
ば
れ
る
５５

歳
か
ら
７０
歳
の
世
代
は
６
千
９７９

人
（
７
月
現
在
）
お
り
人
口
の

２４．
２
％
を
占
め
る
。
現
在
七

飯
町
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク

登
録
制
度
を
も
う
け
て
い
る
が

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
新
た

な
シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
た
い
。

Ｑ
温
泉
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行

を
健
康
セ
ン
タ
ー
（
ア
ッ
プ
ル

温
泉
）
は
、
多
く
の
町
民
の
心

身
と
も
に
健
康
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
振
興
に
役
立
ち
、
町

民
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
近
年
は
、
築
年
数

も
経
て
維
持
管
理
経
費
も
膨
ら

ん
で
き
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、

高
齢
者
の
健
康
保
持
増
進
を
図

る
た
め
の
入
浴
割
引
制
度
の
実

施
な
ど
、
様
々
な
健
康
づ
く
り

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。
町
民
は
、

温
泉
に
入
る
の
が
唯
一
の
楽
し

み
と
し
て
い
る
が
入
浴
料
金
が

嵩
み
大
変
だ
と
の
声
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺
い
た

い
。

①
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
雨
の
日
は
、
ゆ
っ
く
り
と
露

天
風
呂
に
入
っ
て
い
ら
れ
な
い

た
め
、
東
屋
設
置
な
ど
の
雨
よ

け
対
策
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】

パ
ス
ポ
ー
ト
導
入
に
つ
い
て

町
内
の
温
泉
施
設
と
の
兼
合
い
、

事
業
の
収
支
の
影
響
、
そ
し
て

近
郊
施
設
に
は
事
業
を
廃
止
し

て
い
る
施
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

雨
よ
け
対
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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生
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か
せ
な
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う
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に
も
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な
シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
た
い 
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国
民
健
康
保
険
法
第
一
条
は

「
社
会
保
障
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
明
記
し
、

国
民
に
医
療
を
補
償
す
る
た
め

の
制
度
と
し
て
、
全
国
約
３
千

６００
万
人
が
加
入
す
る
日
本
で
最

大
の
公
的
医
療
保
険
制
度
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
保
険
税
が
高
く
て

払
え
ず
、
窓
口
負
担
が
１０
割
に

な
る
資
格
証
明
書
や
有
効
期
限

が
短
い
短
期
保
険
証
を
発
行
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
合
わ
せ
て
１５９

万
世
帯
に
上
っ
て
い
る
。
そ
の

原
因
と
し
て
、
事
業
主
負
担
が

な
い
分
国
が
適
切
な
負
担
す
る

と
し
て
１
９
８
４
年
に
は
５０
％

の
負
担
を
し
て
い
た
の
が
、
２

０
０
８
年
に
は
２４
％
に
半
減
さ

せ
た
こ
と
、
一
方
で
、
国
保
加

入
世
帯
の
自
営
業
者
や
農
家
な

ど
の
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
さ

ら
に
、
非
正
規
労
働
者
や
失
業

者
、
年
金
生
活
者
な
ど
の
「
無

職
者
」
が
７
割
以
上
を
占
め
る

と
い
う
事
情
が
背
景
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
無
保
険

や
保
険
証
の
取
り
上
げ
に
よ
り

受
診
が
後
れ
、
死
亡
し
た
と
見

ら
れ
る
事
例
が
昨
年
度
全
国
で

７１
人
に
上
っ
た
。
国
民
の
健
康

を
守
る
と
い
う
制
度
の
目
的
に

も
反
す
る
保
険
証
の
取
り
上
げ

は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】

平
成
２２
年
度
、
資
格
証
明
書

は
２６
件
、
短
期
保
険
証
は
３２２
件

発
行
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
証

明
書
を
発
行
す
る
ま
で
の
経
過

は
、
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る

被
保
険
者
に
対
し
て
督
促
状
を

発
行
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
返
答

や
相
談
が
無
い
場
合
は
催
告
書

を
送
付
し
ま
す
。

催
告
書
の
送
付
後
返
答
や
納

税
相
談
が
無
い
場
合
は
滞
納
処

分
の
通
知
お
よ
び
短
期
保
険
証

へ
切
り
替
え
る
案
内
を
し
、
納

税
相
談
を
促
し
て
い
ま
す
。
納

税
相
談
の
内
容
に
よ
り
短
期
保

険
証
を
繰
り
返
し
交
付
し
ま
す
。

短
期
保
険
証
の
交
付
に
よ
っ

て
も
納
税
相
談
の
申
し
出
や
改

善
が
見
受
け
ら
れ
な
い
方
に
つ

い
て
は
資
格
証
明
書
の
発
行
を

決
定
し
て
お
り
ま
す
。
滞
納
し

て
い
る
被
保
険
者
は
何
ら
か
の

方
法
で
相
談
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
分
納
誓
約
に
よ
る
延
納

を
し
、
資
格
証
明
書
の
発
行
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
資
格
証
明

書
の
発
行
は
見
直
す
の
で
は
な

く
、
少
な
く
し
て
い
け
る
よ
う

に
納
税
相
談
を
積
極
的
に
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
、「
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
減
免
に
つ
い
て
」、「
改

正
介
護
保
険
法
の
総
合
事
業
に

つ
い
て
」
を
質
問
し
て
い
る
。

AQ&

上
　
野
　
武
　
彦  

議 

員 

QA
国
民
健
康
保
険
税
の
資
格
証
明
書
の
発
行
は
中
止
を 

発
行
を
少
な
く
し
て
い
け
る
よ
う
、納
税
相
談
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い 

ほ
か
に
、
次
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

牧
　
野
　
喜
代
志 

議 

員 

１
　
政
策
実
現
に
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を 

　
　
期
待
す
る 

２
　
農
業
の
活
性
化
と
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
雇
用
確
保
の 

　
　
た
め
の
シ
ス
テ
ム
体
制
を
！ 

３
　
藤
城
小
学
校
建
設
を
係
る
水
源
問
題
に
つ
い
て 

17

健康センター（アップル温泉）の露天風呂
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《
調
査
事
項
》

・
総
合
保
健
福
祉
計
画
の
見

直
し
状
況
に
つ
い
て

・
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・

廃
棄
物
処
理
・
生
ゴ
ミ
処
理

の
現
況
に
つ
い
て

・
学
校
施
設
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

・
地
域
福
祉
事
業
の
現
況
に

つ
い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

総
合
保
健
福
祉
計
画
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
見
直
し
す

る
こ
と
か
ら
進
捗
状
況
及
び

前
計
画
の
評
価
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・

廃
棄
物
処
理
・
生
ゴ
ミ
処
理

に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処
理

に
係
る
負
担
金
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
後
の

進
捗
状
況
、
廃
棄
物
処
理
量

の
推
移
と
見
通
し
、
生
ゴ
ミ

処
理
の
取
り
組
み
状
況
と
今

後
の
方
針
、
し
尿
収
集
体
制

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。学

校
施
設
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐

震
改
修
促
進
計
画
が
策
定
さ

れ
た
こ
と
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
等
に
係
る
指
導
が
全

道
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
各
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
数
の
推
移
、
耐
震
診
断
の

結
果
並
び
に
耐
震
化
計
画
、

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
の
概
要
、

運
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
域
福
祉
事
業
及
び
高

齢
者
福
祉
事
業
の
概
要
、
障

が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

の
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

【
総
合
保
健
福
祉
計
画
の
見

直
し
状
況
に
つ
い
て
】

総
合
保
健
福
祉
計
画
は
、

平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２６
年

度
の
３
カ
年
を
計
画
期
間
と

す
る
「
第
３
期
七
飯
町
総
合

保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
中

で
あ
り
、
そ
の
策
定
に
係
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
地

域
福
祉
計
画
（
対
象
１
千

人
）、
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
対
象：

１
千
９００
人
）、
障
が

い
者
福
祉
計
画
・
障
が
い
者

プ
ラ
ン（
対
象：

１
千
５０６
人
）

の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
、
合

わ
せ
て
４
千
４０６
人
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
収
状
況
は
、
８
月
１０
日

現
在
で
地
域
福
祉
計
画
は
４３６

人
（
回
収
率
４３．
６
％
）、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
１
千
１１７
人

（
回
収
率
５８．
８
％
）、
障
が

い
者
福
祉
計
画
・
障
が
い
者
プ

ラ
ン
７０５
人（
回
収
率
４６．
８
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
分
析
す
る
た
め
に
は
十
分

な
回
収
率
と
捉
え
て
お
り
、

当
委
員
会
と
し
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
及
び
総

合
保
健
福
祉
計
画
の
素
案
が

策
定
す
る
ま
で
、
継
続
し
て

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

【
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・

廃
棄
物
処
理
・
生
ゴ
ミ
処
理

の
現
況
に
つ
い
て
】

（１）
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

に
つ
い
て

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

は
、
平
成
２２
年
３
月
に
策
定

さ
れ
１
年
以
上
が
経
過
し
て

い
る
が
、事
業
の
実
現
に
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
処
理
費

用
や
堆
肥
販
売
価
格
、
燃
料

化
施
設
の
建
設
費
用
及
び
維

持
経
費
な
ど
課
題
が
多
く
見

受
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ゴ
ミ
処
理
の
燃
料

化
技
術
は
進
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
は
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
検
証
を
行
う

一
方
で
、
家
畜
の
頭
数
、
家

畜
排
せ
つ
物
賦
存
量
の
調
査

を
行
い
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

量
を
把
握
し
て
い
る
。

（２）
廃
棄
物
処
理
・
生
ゴ
ミ
処

理
に
つ
い
て

可
燃
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ

れ
に
伴
う
負
担
金
も
増
加
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

搬
入
さ
れ
て
い
る
不
燃
ゴ
ミ

は
、
計
画
よ
り
少
な
い
搬
入

量
で
あ
る
た
め
、
平
成
３０
年

度
ま
で
の
計
画
が
平
成
３４
年

度
ま
で
搬
入
で
き
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
施

設
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
か

つ
、
新
幹
線
開
業
に
伴
う
資

源
ゴ
ミ
の
増
大
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
破
砕
機

も
含
め
た
新
施
設
を
検
討
し

て
い
る
。

ま
た
、
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て

は
、
生
ゴ
ミ
の
分
別
化
に
よ

る
処
理
が
処
理
費
用
の
縮
減

を
早
期
に
達
成
す
る
最
良
の

方
策
と
し
て
お
り
、
環
境
に

配
慮
し
た
「
微
生
物
（
菌
）」

で
の
気
化
、
分
解
に
よ
る
処

理
方
法
が
最
適
と
し
て
い
る
。

し
尿
収
集
業
務
に
つ
い
て

は
、
現
在
１
社
で
行
っ
て
お

り
、
緊
急
時
対
応
な
ど
に
課

題
が
あ
る
と
し
て
、
複
数
企

業
で
の
し
尿
収
集
体
制
も
検

討
し
て
い
た
が
、
し
尿
収
集

業
者
は
、
下
水
道
の
普
及
に

伴
い
収
集
量
が
減
少
し
、
安

定
的
な
経
営
に
影
響
す
る
こ

と
か
ら
、
し
尿
収
集
体
制
を

検
討
す
る
場
合
は
、
現
在
の

し
尿
収
集
業
者
と
十
分
協
議

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
委
員
会
と
し

て
は
、
生
ゴ
ミ
処
理
方
法
も

複
数
あ
る
こ
と
、
破
砕
機
に

よ
る
減
容
化
な
ど
に
つ
い
て

継
続
し
て
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

【
学
校
施
設
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
】

（１）
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

数
の
推
移
及
び
見
通
し

平
成
２３
年
度
の
七
飯
町
立

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
、
平
成
１８
年
度
と
比
較
し

て
小
学
校
で
１５６
人
減
の
１
千

４８８
人
、
中
学
校
で
７６
人
減
の

８１０
人
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て

２３２
人
減
の
２
千
２９８
人
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
を

基
に
今
後
の
児
童
生
徒
数
を

推
計
す
る
と
、
平
成
２８
年
度

の
児
童
生
徒
数
は
平
成
２３
年

度
と
比
較
し
て
小
学
校
で
２４４

人
減
の
１
千
２４４
人
、
中
学
校

で
７７
人
減
の
７３３
人
、
小
中
学

校
合
わ
せ
て
３２１
人
減
の
１
千

９７７
人
で
約
１４．
０
％
の
大
幅
な

減
少
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

（２）
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結

果
と
対
策
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
耐
震
診
断
に

つ
い
て
は
、
平
成
２１
年
度
に

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
、
耐

震
補
強
が
必
要
と
さ
れ
た
施

設
は
、
大
沼
小
学
校
屋
内
体

育
館
、
軍
川
小
学
校
屋
内
体

育
館
、
七
重
小
学
校
校
舎
、

民
生
文
教 

（
中
間
報
告
） 
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常
任
委
員
会
活
動
報
告 

【
所
管
事
務
調
査
】
要
旨
を
掲
載 
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大
中
山
小
学
校
校
舎
及
び
屋

内
体
育
館
、
七
飯
中
学
校
校

舎
で
あ
る
。

こ
の
内
、
軍
川
小
学
校
屋

内
体
育
館
、
七
飯
中
学
校
校

舎
は
耐
震
補
強
工
事
が
可
能

で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
大
沼

小
学
校
屋
内
体
育
館
、
七
重

小
学
校
校
舎
、
大
中
山
小
学

校
校
舎
及
び
屋
内
体
育
館
は

改
築
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
委
員

会
と
し
て
改
築
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
前
述
の
３
校
を
現

地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
校
舎

棟
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥

離
し
、
鉄
筋
が
剥
き
出
し
に

な
っ
て
い
た
り
雨
漏
り
の
状

況
も
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
屋
内
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
ア
リ
ー
ナ
の
床
に

不
陸
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
著

し
く
好
ま
し
く
な
い
状
況
で

あ
る
。

学
校
プ
ー
ル
の
施
設
は
、

峠
下
小
学
校
、藤
城
小
学
校
、

大
中
山
小
学
校
の
３
校
で
あ

り
、
授
業
の
ほ
か
夏
休
み
期

間
中
も
開
放
し
て
い
る
。

（３）
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
に
つ

い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

４１
年
３
月
に
新
築
、
昭
和
６３

年
に
増
築
し
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
、
学
校
給
食
は
、
昭

和
４１
年
４
月
か
ら
開
始
し
、

本
年
で
４４
年
目
を
迎
え
て
い

る
。職

員
は
、
セ
ン
タ
ー
長
、

事
務
係
長
、
学
校
栄
養
職
員

２
名
で
あ
り
、
平
成
２０
年
度

よ
り
調
理
部
門
と
配
送
部
門

は
、
民
間
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。

給
食
は
、
主
食
（
パ
ン
・

米
飯
）、
副
食
（
学
校
栄
養

職
員
が
献
立
を
作
成
）、
牛

乳
で
あ
り
、
食
材
は
、
北
海

道
産
や
七
飯
産
な
ど
季
節
に

応
じ
て
産
地
を
指
定
し
、
地

産
地
消
に
努
め
る
と
と
も

に
、
安
全
か
つ
安
く
て
お
い

し
い
給
食
を
提
供
し
て
い

る
。本

年
度
の
給
食
数
は
約
２

千
５００
食
で
あ
り
、
給
食
費
は

小
学
生
３
千
３５０
円
、
中
学
生

４
千
２００
円
、
給
食
の
実
施
回

数
は
年
１８７
回
と
な
っ
て
い

る
。本

年
２
月
に
、
他
市
で
発

生
し
た
学
校
給
食
の
集
団
食

中
毒
に
よ
り
、
渡
島
教
育
局

及
び
渡
島
保
健
所
が
七
飯
町

の
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
を
点

検
し
た
結
果
、
い
く
つ
か
の

改
善
す
べ
き
事
項
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
委

員
会
で
現
地
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

現
地
調
査
は
夏
休
み
期
間

中
で
調
理
業
務
は
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
渡
島
教
育
局
等

か
ら
指
摘
さ
れ
改
善
で
き
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
給
食

セ
ン
タ
ー
施
設
そ
の
も
の
が

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
規
模
な
改
修
で
も
改

善
が
無
理
な
状
況
に
あ
り
、

改
築
が
望
ま
し
い
状
況
で
あ

る
。文

部
科
学
省
の
学
校
給
食

衛
生
基
準
で
は
、
ハ
サ
ッ
プ

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ：

危
害
分
析

重
要
管
理
点
）
の
考
え
方
に

基
づ
き
共
同
調
理
場
並
び
に

共
同
調
理
場
の
受
配
校
の
施

設
並
び
に
設
備
、
食
品
の
取

扱
い
、
調
理
作
業
、
衛
生
管

理
体
制
等
に
つ
い
て
実
態
把

握
に
努
め
、
衛
生
管
理
上
の

問
題
が
あ
る
場
合
は
、
速
や

か
に
改
善
措
置
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
学
校
給
食

施
設
は
、
衛
生
的
な
場
所
に

設
置
し
、
食
数
に
適
し
た
広

さ
と
す
る
こ
と
。
施
設
の
新

増
築
、
改
築
、
修
理
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
な
い
調
理
場
に

お
い
て
も
ド
ラ
イ
運
用
を
図

る
こ
と
な
ど
の
項
目
を
掲
げ

て
い
る
。

し
か
し
、
当
町
の
給
食
セ

ン
タ
ー
は
前
述
の
と
お
り
老

朽
化
し
て
お
り
、
調
理
方
法

も
ウ
エ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、改
善
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
施
設
で
は
ド
ラ
イ
運
用
も

無
理
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
委
員
会
と
し
て
、
ハ

サ
ッ
プ
方
式
及
び
ド
ラ
イ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
給

食
セ
ン
タ
ー
の
調
査
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

（４）
学
校
施
設
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

学
校
施
設
及
び
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
早
期
に
改
築
等

が
必
要
と
考
え
、
町
長
及
び

教
育
長
に
そ
の
考
え
を
聴
取

し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
耐
震
診

断
の
結
果
、
耐
震
改
修
及
び

改
築
が
必
要
な
学
校
施
設
は

５
年
以
内
に
す
べ
て
学
校
の

耐
震
改
修
又
は
改
築
を
完
了

さ
せ
る
と
の
方
針
を
示
し
て

大 沼 小 学 校  

軍 川 小 学 校  

東大沼小学校  

峠 下 小 学 校  

七 重 小 学 校  

藤 城 小 学 校  

鶴 野 小 学 校  

大中山小学校  

小学校計 

大 沼 中 学 校  

七 飯 中 学 校  

大中山中学校  

中学校計 

合　　計 

大 沼 小 学 校  

軍 川 小 学 校  

東大沼小学校  

峠 下 小 学 校  

七 重 小 学 校  

藤 城 小 学 校  

鶴 野 小 学 校  

大中山小学校  

小学校計 

大 沼 中 学 校  

七 飯 中 学 校  

大中山中学校  

中学校計 

合　　計 

小中学校の児童生徒数の推移 

小中学校の児童生徒数の見通し（推計） 

９１ 
１２ 
７ 
２６ 
６９３ 
１５４ 
１５ 
６４６ 
１,６４４ 
７５ 
４２９ 
３８２ 
８８６ 
２,５３０ 

 

５８ 
２３ 
１２ 
３２ 
５７５ 
１２１ 
５ 

５９２ 
１,４１８ 
６０ 
４３６ 
２９８ 
７９４ 
２,２１２ 

５９ 
２０ 
８ 
２９ 
５４６ 
１１１ 
６ 

５６８ 
１,３４７ 
６４ 
４２８ 
２９９ 
７９１ 
２,１３８ 

５５ 
２３ 
８ 
２５ 
５３７ 
１０９ 
８ 

５５０ 
１,３１５ 
６４ 
３８８ 
３２５ 
７７７ 
２,０９２ 

４９ 
２３ 
６ 
２４ 
５１６ 
１０７ 
９ 

５５６ 
１,２９０ 
６０ 
３８２ 
３１５ 
７６３ 
２,０５３ 

４５ 
２４ 
５ 
２５ 
４９５ 
１０４ 
７ 

５３９ 
１,２４４ 
４８ 
３７２ 
３１３ 
７３３ 
１,９７７ 

８１ 
１９ 
１０ 
２４ 
６８８ 
１６０ 
１３ 
６３７ 
１,６３２ 
５８ 
４３３ 
３５４ 
８４５ 
２,４７７ 

８３ 
１６ 
１０ 
２５ 
６５４ 
１５７ 
１１ 
６４３ 
１,５９９ 
５６ 
４４９ 
３５０ 
８５５ 
２,４５４ 

８１ 
２０ 
１３ 
２９ 
６４２ 
１３８ 
１０ 
６０６ 
１,５３９ 
３９ 
４５１ 
３４３ 
８３３ 
２,３７２ 

 

８１ 
２０ 
１４ 
２８ 
６３２ 
１２７ 
１３ 
６０４ 
１,５１９ 
４３ 
４５４ 
３３３ 
８３０ 
２,３４９ 

 

７３ 
２４ 
１２ 
３３ 
６０９ 
１１６ 
１０ 
６１１ 
１,４８８ 
４８ 
４５４ 
３０８ 
８１０ 
２,２９８ 

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

２２年度 ２３年度 

※児童生徒数は、毎年４月末現在の数値である。鈴蘭谷分校は含まない。 

※児童生徒数は、毎年４月末の推計である。鈴蘭谷分校は含まない。 

（単位：人） 

（単位：人） 

学　校　名 

学　校　名 
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い
る
が
、
教
育
長
は
、
財
源

的
な
保
障
が
な
い
こ
と
か
ら

優
先
順
位
を
つ
け
た
整
備
計

画
を
策
定
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
り
、
合
わ
せ
て
、
他
の

学
校
施
設
に
つ
い
て
も
営
繕

計
画
を
策
定
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

町
長
は
、
学
校
の
耐
震
化

に
つ
い
て
国
の
補
助
制
度
も

見
極
め
て
検
討
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
、
学
校
施
設
の
改

築
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
の

は
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い

と
判
断
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
地
域
福
祉
事
業
の
現
況
に

つ
い
て
】

（１）
地
域
要
援
護
者
支
え
合
い

事
業
に
つ
い
て

地
域
福
祉
事
業
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い

る
「
地
域
要
援
護
者
支
え
合

い
事
業
」
で
あ
る
。

平
成
２２
年
度
に
お
け
る
地

域
要
援
護
者
支
え
合
い
事
業

の
実
績
は
、
団
体
数
で
１８８
団

体
、
回
数
で
８１３
回
、
基
準
額

で
２
千
８８９
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

（２）
高
齢
者
福
祉
事
業
及
び
障

が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
事
業
は
、
町

が
実
施
す
る
事
業
及
び
外
部

に
委
託
し
て
い
る
事
業
が
あ

る
。町

が
実
施
す
る
主
な
事
業

は
、
高
齢
者
敬
老
祝
金
品
贈

呈
事
業
、
高
齢
者
入
浴
助
成

事
業
、
介
護
予
防
事
業
、
家

族
介
護
用
品
支
給
事
業
、
寝

た
き
り
予
防
対
策
事
業
な
ど

で
あ
る
。

ま
た
、
外
部
に
委
託
し
て

い
る
主
な
事
業
は
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
軽
度
生

活
援
助
事
業
、
生
き
が
い
活

動
通
所
支
援
事
業
、「
食
」

の
自
立
支
援
事
業
な
ど
で
あ

り
、
平
成
２２
年
度
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
事
業
全
体
の
経

費
は
１
千
７３８
万
５
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

事
業
に
お
い
て
も
、
町
が
実

施
す
る
事
業
及
び
外
部
に
委

託
し
て
い
る
事
業
が
あ
る
。

町
が
実
施
す
る
主
な
事
業

は
、
日
常
生
活
用
具
及
び
自

助
具
給
付
事
業
、
障
害
者
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

障
害
者
短
期
入
所
事
業
、
障

害
者
社
会
復
帰
施
設
等
通
所

交
通
費
助
成
事
業
な
ど
で
あ

る
。ま

た
、
外
部
に
委
託
し
て

い
る
主
な
事
業
は
、
障
害
者

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

障
害
者
移
動
支
援
事
業
、
障

害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
な
ど
で
あ
り
、
平
成

２２
年
度
に
お
け
る
障
が
い
者

地
域
生
活
支
援
事
業
全
体
の

経
費
は
４
千
４５３
万
８
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

〔
ま
と
め
〕

総
合
保
健
福
祉
計
画
に
つ

い
て
は
、「
第
３
期
七
飯
町

総
合
保
健
福
祉
計
画
」
を
策

定
中
で
あ
り
、
策
定
に
伴
っ

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
分
析
結
果
及
び
素
案
が

策
定
さ
れ
る
ま
で
、
継
続
し

て
所
管
事
務
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・

廃
棄
物
処
理
・
生
ゴ
ミ
処
理

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
密

接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
先
進
地
の
処
理

方
法
な
ど
の
調
査
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て

所
管
事
務
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
と
す
る
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

耐
震
診
断
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
耐
震
改
修
が
困
難
と

判
断
さ
れ
た
大
沼
小
学
校
屋

内
体
育
館
、
七
重
小
学
校
校

舎
、
大
中
山
小
学
校
校
舎
及

び
屋
内
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
も
好

ま
し
い
教
育
環
境
と
は
い
え

な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
確

実
な
財
源
を
確
保
し
、
計
画

的
な
整
備
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
他
の
学
校
施
設

に
つ
い
て
も
営
繕
計
画
を
策

定
し
、
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
老
朽
化
が
著
し
く
、

大
規
模
な
改
修
で
も
文
部
科

学
省
の
学
校
給
食
衛
生
基
準

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
難
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。
教
育
長
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
に
よ
る
改
築
（
建
替
え
）

も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で

の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
は

北
海
道
内
で
の
実
績
は
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
検
証
し
て
検
討
す
る
こ
と

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

な
お
、当
委
員
会
と
し
て
、

文
部
科
学
省
の
学
校
給
食
衛

生
基
準
に
よ
り
、
ハ
サ
ッ
プ

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
方
式
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ

ー
の
先
進
地
を
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
所
管
事
務
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。

地
域
福
祉
事
業
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
、
一
定
の
実
績
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
更
な
る
事
業

の
広
報
活
動
と
と
も
に
事
業

の
充
実
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
事
業

や
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
実

績
や
利
用
実
績
の
な
い
事
業

も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
福
祉
事
業
同
様
に

事
業
の
広
報
活
動
と
と
も
に

事
業
の
充
実
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

以
上
が
当
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
に
係
る
報
告
で
あ

る
が
、
学
校
施
設
及
び
地
域

福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
調
査

を
終
了
す
る
こ
と
と
し
、
総

合
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し

状
況
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
・
廃
棄
物
処
理
・
生
ゴ

ミ
処
理
の
現
況
、
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
は
、
所
管
事
務
調
査
を

継
続
す
る
こ
と
と
す
る
。

《
調
査
事
項
》

・
町
道
藤
城
２
号
線
及
び
町

道
鶴
野
２
号
線
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

・
指
名
業
者
選
考
審
査
に
つ

い
て

・
調
整
区
域
内
に
お
け
る
違

法
建
築
物
の
状
況
に
つ
い
て

・
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

町
道
藤
城
２
号
線
及
び
町

道
鶴
野
２
号
線
に
つ
い
て

は
、
久
根
別
川
河
川
改
修
及

び
新
幹
線
建
設
に
伴
う
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
概

要
及
び
整
備
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

指
名
業
者
選
考
審
査
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
な
事
項
及

び
工
種
別
・
ラ
ン
ク
別
の
町

内
業
者
数
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。

調
整
区
域
内
に
お
け
る
違

法
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
議

会
に
何
度
も
是
正
の
経
過
報

告
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
の
是
正
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

経
　
済
　
産
　
業
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化
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

２３
年
３
月
に
策
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
詳
細
を

把
握
す
る
と
と
も
に
公
営
住

宅
の
管
理
戸
数
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

【
町
道
藤
城
２
号
線
及
び
町

道
鶴
野
２
号
線
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
】

（１）
町
道
藤
城
２
号
線
の
整
備

状
況
に
つ
い
て

町
道
藤
城
２
号
線
は
、
久

根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業

に
合
わ
せ
て
、
藤
城
２
号
橋

と
久
根
別
４
号
橋
を
統
合

し
、
そ
の
２
橋
の
間
に
新
た

な
藤
城
２
号
橋
を
架
け
換
え

す
る
た
め
に
、
接
続
道
路
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

町
道
藤
城
２
号
線
の
整
備

期
間
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら

平
成
２４
年
度
で
あ
り
、
整
備

延
長
は
６８５．
６
ｍ
、
幅
員
６.０
ｍ

と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
町
道
藤
城
２
号
線

の
整
備
は
、
当
初
平
成
２３
年

度
で
完
了
す
る
計
画
で
あ
っ

た
が
、
久
根
別
川
河
川
改
修

に
伴
う
藤
城
２
号
橋
及
び
藤

城
２
号
橋
に
係
る
取
付
道
路

は
、
函
館
建
設
管
理
部
が
整

備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
進
捗
状
況
か
ら
１

年
間
延
長
と
な
り
平
成
２４
年

度
完
了
の
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
２３
年
度
で
計
上

し
て
い
る
予
算
に
つ
い
て

も
、
減
額
補
正
す
る
場
合
も

あ
る
と
し
て
い
る
。

（２）
町
道
鶴
野
２
号
線
の
整
備

状
況
に
つ
い
て

町
道
鶴
野
２
号
線
は
、
北

海
道
新
幹
線
鶴
野
高
架
橋
工

事
に
支
障
と
な
る
町
道
２
カ

所
の
付
替
道
路
の
整
備
で
、

１
工
区
と
２
工
区
に
分
け
て

整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

全
体
の
整
備
期
間
は
、
平

成
２１
年
度
か
ら
平
成
２３
年
度

で
あ
り
、
う
ち
、
１
工
区
の

整
備
延
長
は
１７５
ｍ
、
幅
員
は

６.０
ｍ
で
あ
り
、
２
工
区
の
整

備
延
長
は
３７０
ｍ
、
幅
員
６.０
ｍ
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
１
工

区
に
は
函
館
開
発
建
設
部
が

管
理
す
る
一
本
木
用
水
も
併

せ
て
付
替
え
す
る
計
画
で
あ

る
。ま

た
、
北
海
道
新
幹
線
鶴

野
高
架
橋
工
事
の
進
捗
状
況

に
よ
っ
て
は
工
期
の
延
長
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合

は
、
契
約
議
決
さ
れ
て
い
る

案
件
で
あ
り
、
議
決
の
変
更

が
必
要
で
あ
る
。

委
員
か
ら
は
、
北
海
道
新

幹
線
に
関
連
す
る
工
事
は
今

後
も
あ
る
の
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
建
設
課
長
は
、
町
道

本
町
１６
号
線
の
付
替
え
を
既

に
着
手
し
て
お
り
、
他
の
大

き
な
付
替
工
事
は
な
い
と
し

て
い
る
。

【
指
名
業
者
選
考
審
査
に
つ

い
て
】

指
名
業
者
の
選
考
に
当
た

っ
て
は
、平
成
２３
年
２
月
に
、

平
成
２３
年
度
・
平
成
２４
年
度

分
を
受
付
、
指
名
願
が
受
理

さ
れ
た
８３７
社
か
ら
選
考
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

指
名
選
考
業
者
の
資
格
審

査
及
び
格
付
け
で
は
、
指
名

業
者
の
資
格
審
査
点
は
、
経

営
規
模
等
評
価
結
果
の
総
合

評
定
値
で
あ
る
客
観
的
審
査

点
に
、
七
飯
町
発
注
工
事

（
平
成
２１
年
度
・
２２
年
度
）

の
施
行
成
績
評
定
値
で
あ
る

主
観
的
審
査
点
を
加
え
た
合

計
を
総
合
点
数
と
し
て
、
工

種
別
に
ラ
ン
ク
付
け
（
格
付

け
）
を
し
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
ラ
ン
ク
別

の
総
合
点
数
が
北
海
道
や
他

の
自
治
体
と
差
が
あ
り
、
町

内
業
者
を
縛
り
付
け
て
お
り

そ
の
根
拠
は
何
か
、
建
築
工

事
で
Ｂ
ラ
ン
ク
が
１
社
で
発

注
が
そ
の
業
者
に
集
中
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
建
設
課
長
は
、

他
の
自
治
体
を
す
べ
て
把
握

し
て
い
な
い
が
、
総
合
点
数

の
う
ち
経
営
審
査
の
点
数
は

変
わ
ら
な
い
が
、
主
観
的
点

数
に
各
自
治
体
ば
ら
つ
き
が

あ
る
。

七
飯
町
は
１００
点
が
満
点
で

あ
る
が
、
北
斗
市
は
２０
点
く

ら
い
で
あ
り
、
差
引
く
と
ほ

ぼ
同
じ
く
ら
い
に
な
る
こ

と
、
各
自
治
体
の
規
模
や
考

え
方
が
異
な
り
各
自
治
体
に

あ
っ
た
ラ
ン
ク
付
け
を
し
て

い
る
こ
と
、
工
種
ご
と
に
ラ

ン
ク
別
の
総
合
点
数
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
、
一

般
競
争
入
札
に
お
い
て
共
同

企
業
体
を
受
け
付
け
て
い
る

こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
２
年
間

は
現
状
の
ま
ま
で
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

【
調
整
区
域
内
に
お
け
る
違

法
建
築
物
の
状
況
に
つ
い
て
】

調
整
区
域
内
の
違
法
建
築

物
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
お

い
て
も
度
々
問
題
化
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
指
導
及
び
是
正

の
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

当
委
員
会
と
し
て
、
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
２３
年
８
月
４
日
現
在

に
お
け
る
調
整
区
域
内
の
違

法
建
築
物
は
、５８
件
で
あ
り
、

う
ち
撤
去
件
数
が
２７
件
、
未

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

１,２００ 
１,１９９ 
９５０ 
９４９ 
７５０ 
７４９ 
６５０ 
６４９ 

土木一式 建築一式 電　気 管 鋼構造物 ほ　装 機械器具設置 水道施設 

Ａ 
 
Ｂ 
 
Ｃ 
 
Ｄ 
 
Ｅ 

Ａ 

Ａ又はＢ 

Ｂ又はＣ 

Ｃ又はＤ 

Ｅ 

 

Ａ 

Ａ又はＢ 

Ｂ又はＣ 

Ｃ又はＤ 

Ｅ 

３億円以上 

 

 

５００万円未満 

１３０万円未満 

鋼構造物 

２億円以上 

 

 

５００万円未満 

１３０万円未満 

工種別・ランク別の総合点数 

工種別・ランク別の発注工事の基準 

土木一式 建築一式 電　気 管 

３億円未満 
１千８百万円以上 
１千８百万円未満 
５００万円以上 

２億円未満 
５千万円以上 
５千万円未満 
５００万円以上 

５億円以上 

 

 

５００万円未満 

１３０万円未満 

ほ　装 

 

 

ランクなし 

５億円未満 
１億円以上 
１億円未満 
５００万円以上 

１億円以上 

 

 

５００万円未満 

１３０万円未満 

機械器具設置 

１億円以上 

 

 

５００万円未満 

１３０万円未満 

 

１億円未満 
５千万円以上 
５千万円未満 
５００万円以上 

１億円未満 
５千万円以上 
５千万円未満 
５００万円以上 

１億円以上 

 

５千万円未満 
 

１３０万円未満 

水道施設 

１億円以上 

 

 

１千万円未満 

１３０万円未満 

 

１億円未満 
５千万円以上 

１億円未満 
５千万円以上 
５千万円未満 
１千万円以上 

調整区域内における違法建築物の状況（平成２３年８月４日現在） 
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着
手
件
数
が
３１
件
で
あ
っ

た
。ま

た
、
新
た
に
違
法
建
築

物
が
発
見
さ
れ
た
件
数
は
、

平
成
２１
年
度
１０
件
、
平
成
２２

年
度
５
件
、
平
成
２３
年
度
２

件
の
１７
件
で
あ
る
が
、
既
に

８
件
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
違
法
建
築
物
は
、

町
民
か
ら
の
通
報
に
よ
る
も

の
が
主
で
あ
り
、
町
民
の
関

心
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
る
と

捉
え
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
に
よ
る
新
た
な
違
法
建

築
物
を
抑
制
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
町
の
建
設
工
事
に

係
る
指
名
業
者
の
違
法
建
築

物
は
、
１０
社
で
あ
っ
た
が
、

全
て
の
業
者
に
お
い
て
是
正

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。委

員
か
ら
は
、
指
名
業
者

の
是
正
の
確
認
と
未
着
手
の

３１
件
の
対
応
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
課
長
は
、
指
名
業
者
に

つ
い
て
は
全
て
が
是
正
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
未
着
手
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
ば
か
り
で

な
く
個
人
も
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
是
正
計
画
書
の

提
出
な
ど
粘
り
強
く
指
導
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
】

七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
（
以
下
「
長
寿
命
化

計
画
」
と
い
う
。）
は
、
平

成
１２
年
度
に
策
定
し
た
七
飯

町
公
共
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク

総
合
活
用
計
画
が
平
成
２２
年

度
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

新
た
に
平
成
２３
年
度
か
ら
平

成
３４
年
度
ま
で
の
１２
年
間
を

計
画
期
間
と
し
て
、
公
営
住

宅
の
建
替
や
公
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

縮
減
と
と
も
に
、
公
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
効

率
的
か
つ
円
滑
な
更
新
の
実

現
を
目
的
と
し
て
い
る
。

長
寿
命
化
計
画
は
、「
青

空
と
赤
松
並
木
に
映
え
る
緑

豊
か
な
虹
の
里（
ふ
る
さ
と
）

に
ふ
さ
わ
し
い
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
形
成
」
を
基

本
理
念
と
し
、「
町
民
の
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
適
正
に
整
備
・
維
持
管
理

さ
れ
た
公
営
住
宅
」
の
実
現

の
た
め
、
次
の
基
本
目
標
を

設
定
し
て
い
る
。

①
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
住
宅
需
要
に
応
じ
た

適
正
な
管
理
戸
数
の
設
定

②
既
存
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
適
切
な
維
持
管
理

③
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が

で
き
、
環
境
共
生
に
配
慮
し

た
公
営
住
宅
の
整
備

具
体
的
に
は
、
七
飯
町
の
将

来
人
口
・
将
来
世
帯
数
を
推

計
し
、
七
飯
町
の
平
成
３４
年

度
に
お
け
る
公
営
住
宅
の
管

理
目
標
戸
数
を
５００
戸
と
設
定

し
て
い
る
。

ま
た
、
長
寿
命
化
に
関
す

る
基
本
方
針
と
し
て
、
①
ス

ト
ッ
ク
の
状
態
の
把
握
及
び

日
常
的
な
維
持
管
理
の
方

針
、
②
長
寿
命
化
、
維
持
管

理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
関
す
る

方
針
を
掲
げ
、
公
営
住
宅
の

活
用
方
針
の
考
え
方
と
し

て
、
①
建
替
え
（
現
地
建
替

え
、
移
転
建
替
え
）、
②
改

善
（
個
別
改
善
、
全
面
的
改

善
）、
③
修
繕
対
応
、
④
用

途
廃
止
の
４
つ
と
し
て
い
る
。

団
地
別
に
は
、
緑
町
団

地
・
桜
団
地
は
用
途
廃
止
と

し
、
統
合
建
替
え
と
し
て
新

団
地
の
建
設
を
予
定
。
冬
ト

ピ
ア
団
地
は
長
寿
命
化
に
よ

る
全
面
的
な
改
善
、
本
町
上

台
団
地
・
桜
Ｂ
団
地
、
吉
野

山
団
地
は
個
別
に
よ
る
改

善
、
大
沼
団
地
・
鳴
川
高
台

団
地
は
修
繕
対
応
と
し
て
い

る
。特

に
、
長
寿
命
化
計
画
期

間
内
で
は
、
冬
ト
ピ
ア
団
地

の
全
面
的
な
改
善
と
用
途
廃

止
に
よ
る
新
団
地
と
し
て
、

旧
鳴
川
団
地
跡
地
に
新
鳴
川

団
地
５４
戸
を
建
替
え
す
る
計

画
で
あ
る
。

委
員
か
ら
は
、
公
営
住
宅

の
入
居
希
望
者
は
多
い
と
思

う
が
、
現
在
の
管
理
戸
数
５９４

戸
（
緑
町
団
地
は
一
部
用
途

廃
止
後
の
管
理
戸
数
）
と
比

較
し
て
、
目
標
管
理
戸
数
５００

戸
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
建
設
課

長
は
、
現
在
の
管
理
戸
数
に

は
政
策
空
家
の
戸
数
も
含
ま

れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
現

状
維
持
の
管
理
戸
数
と
し
て

い
る
。

〔
ま
と
め
〕

町
道
藤
城
２
号
線
及
び
町

道
鶴
野
２
号
線
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
久
根
別
川
河
川
改

修
事
業
や
北
海
道
新
幹
線
建

設
事
業
と
密
接
な
関
係
が
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
密
接

な
連
携
の
も
と
で
整
備
す
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
北
海
道
新
幹
線
建

設
事
業
は
、
平
成
２７
年
開
業

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
道
路
ば
か
り
で
な
く
、

他
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
庁

内
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

や
情
報
の
共
有
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

指
名
業
者
選
考
審
査
に
つ

い
て
は
、
指
名
願
で
提
出
さ

れ
た
書
類
及
び
工
事
施
行
成

績
評
定
に
よ
っ
て
、
工
種
ご

と
の
ラ
ン
ク
付
け
が
公
平
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
建
設
業

者
は
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
す
る
団
体
と
の

協
議
な
ど
に
よ
り
、
適
宜
に

見
直
し
を
行
う
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

調
整
区
域
内
の
違
法
建
築

物
に
つ
い
て
は
、
町
の
建
設

工
事
に
係
る
指
名
業
者
分
は

全
て
是
正
さ
れ
て
お
り
評
価

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

未
着
手
件
数
も
多
く
存
在
し

て
い
る
こ
と
、
新
た
な
違
法

建
築
物
も
発
覚
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
粘
り
強
い
指

導
及
び
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
は
、
建
替

え
ば
か
り
で
な
く
、
長
寿
命

化
の
た
め
に
改
善
・
修
繕
の

ほ
か
、
維
持
管
理
計
画
も
記

載
さ
れ
る
な
ど
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
成
１２
年
度
に

策
定
さ
れ
た
七
飯
町
公
共
賃

貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
は
、
策
定
当
初
か
ら
計

画
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
長
寿
命
化
計
画
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
財

政
部
局
と
十
分
協
議
の
上
、

計
画
的
に
進
め
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

《
調
査
事
項
》

・
行
政
改
革
大
綱（
第
４
次
）

に
つ
い
て

総
　
務
　
財
　
政

年　　度 

Ｈ２１年９月時点 

Ｈ２１年９月以降 

Ｈ２２年 

Ｈ２３年 

計 

登載件数 

４１ 

１０ 

５ 

２ 

５８ 

撤去件数 

１９ 

７ 

１ 

０ 

２７ 

撤去着手中 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

未着手件数 

２２ 

３ 

４ 

２ 

３１ 

（単位：件） 調整区域内における違法建築物の状況 

※平成２３年８月４日 
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〔
調
査
の
目
的
〕

地
方
分
権
一
括
法
（
平
成

１２
年
）
の
施
行
に
よ
り
、
国

か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
は

大
き
く
伸
展
し
、
さ
ら
に
、

平
成
２２
年
６
月
に
閣
議
決
定

し
た「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」

の
「
地
域
主
権
改
革
」
に
よ

っ
て
、
今
後
、
更
に
地
方
分

権
の
進
展
が
活
発
化
し
て
い

く
中
、
地
域
の
創
意
工
夫
に

よ
る
行
政
運
営
と
政
策
展
開

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
長
引
く
不
況
に
よ

る
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
税
収

の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
伸

展
、
社
会
保
障
関
係
に
か
か

る
経
費
が
増
加
す
る
な
ど
、

地
方
自
治
体
は
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
。

七
飯
町
は
、
こ
れ
ま
で
も

継
続
的
に
行
政
改
革
に
取
り

組
み
、
町
民
の
満
足
度
の
高

い
良
質
で
充
実
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
が
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

行
政
運
営
を
確
立
し
、
こ
れ

か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
道
筋
と
し
て
、
平
成
２３
年

３
月
に
新
た
な
「
七
飯
町
行

政
改
革
大
綱
（
第
４
次
、
期

間：

平
成
２３
年
度
〜
平
成
２７

年
度
の
５
カ
年
）」
を
策
定

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
委
員

会
で
は
、
第
３
次
行
政
改
革

大
綱
の
成
果
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
行
政
改
革
大
綱

（
第
４
次
）
の
基
本
的
な
考

え
方
や
改
革
項
目
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
】

（１）
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
に

つ
い
て

第
３
次
行
政
改
革
大
綱

（
以
下
「
第
３
次
」
と
い
う
。）

は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
平
成

２２
年
度
の
５
カ
年
を
計
画
期

間
と
し
て
、
平
成
１８
年
１１
月

に
策
定
さ
れ
て
い
る
。

第
３
次
に
お
け
る
改
革
推

進
の
基
本
姿
勢
は
、
①
徹
底

し
た
内
部
管
理
経
費
の
削

減
、
②
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト

の
最
適
化
、
③
公
共
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
見
直
し
・
町
民
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
④
町

民
負
担
の
公
平
の
４
項
目
で

あ
り
、
行
政
改
革
を
進
め
に

あ
た
り
８
項
目
・
５５
事
項
の

改
革
項
目
・
事
項
を
掲
げ
て

い
る
。

改
革
事
項
で
あ
る
５５
事
項

の
う
ち
、実
施
済
は
１５
事
項
、

実
施
中
は
２８
事
項
、
継
続
中

は
１
事
項
、
検
討
中
は
１１
事

項
と
な
っ
て
お
り
、
８
割
が

行
政
改
革
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

な
お
、
継
続
中
の
１
事
項

は「
組
織
・
機
構
の
見
直
し
」

で
あ
り
、
検
討
中
の
１１
事
項

に
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
を
主
眼
に
方
向
転
換
し
た

「
町
有
バ
ス
運
行
業
務
の
見

直
し
」
や
ご
み
減
量
化
を
優

先
と
す
る
「
ご
み
有
料
化
の

検
討
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。第

３
次
に
お
け
る
実
績
効

果
額
と
し
て
、
町
単
独
補
助

金
の
見
直
し
や
定
員
管
理
適

正
化
の
推
進
な
ど
に
よ
る
削

減
効
果
額
と
し
て
１１
億
４
千

８３５
万
４
千
円
、
公
営
住
宅
駐

車
場
使
用
料
の
徴
収
や
ご
み

処
理
手
数
料
の
見
直
し
な
ど

に
よ
る
増
収
効
果
額
と
し
て

６
千
９３３
万
９
千
円
、
合
わ
せ

て
１２
億
１
千
７６９
万
３
千
円
の

効
果
額
と
な
っ
て
い
る
。

（２）
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
に

つ
い
て

第
４
次
行
政
改
革
大
綱

（
以
下
「
第
４
次
」
と
い
う
。）

は
、
平
成
２３
年
度
か
ら
平
成

２７
年
度
の
５
カ
年
を
計
画
期

間
と
し
て
、
平
成
２３
年
３
月

に
策
定
し
て
い
る
。

第
４
次
は
、
第
３
次
の
成

果
並
び
に
課
題
を
検
証
し
、

さ
ら
に
、
地
方
分
権
が
進
展

す
る
中
で
、
自
立
し
た
自
治

体
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
に

よ
る
行
政
運
営
と
政
策
展

開
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
行
政
運
営
の
確
立
、
今

後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
道
筋

と
し
て
策
定
し
て
い
る
。

改
革
推
進
の
基
本
視
点
と

し
て
、
①
経
営
の
視
点
、
②

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
視
点
、

③
健
全
財
政
の
視
点
の
３
点

を
挙
げ
、
行
政
改
革
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
①
経
営

減
量
型
の
改
革
、
②
質
の
向

上
に
む
け
た
改
革
の
２
点
を

挙
げ
て
い
る
。

①
経
営
減
量
型
の
改
革
で

は
、「
減
量
型
の
改
革
」
に

引
き
続
き
、
必
要
性
・
優
先

度
の
高
い
事
業
の
選
択
と
集

中
な
ど
「
経
営
型
の
改
革
」

の
実
行
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
行
政
運
営
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
②
質
の
向
上
に
む
け

た
改
革
で
は
、
優
先
度
の
高

い
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

向
上
、
職
員
の
意
識
向
上
な

ど
に
よ
り
、
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
と

も
に
、
多
様
な
発
想
、
多
様

な
団
体
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
基
本
目
標
は
、「
選

択
と
集
中
で
持
続
可
能
な
行

政
運
営
」
と
し
、
改
革
項
目

は
、
第
３
次
を
基
本
に
次
の

８
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し

②
時
代
に
即
応
し
た
組
織
、

機
構
の
見
直
し

③
定
員
管
理
及
び
給
与
適
正

化
の
推
進

④
効
率
的
な
行
財
政
運
営
と

職
員
能
力
開
発
等
の
推
進

⑤
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活

用⑥
地
方
分
権
（
地
域
主
権
）

の
推
進

⑦
行
政
の
情
報
化
と
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上

⑧
町
民
と
行
政
の
協
働
推
進

具
体
的
な
改
革
事
項
と
し

て
４４
事
項
を
掲
げ
て
お
り
、

第
３
次
の
実
施
中
も
含
め

て
、
継
続
実
施
す
る
事
項
、

修
正
し
て
検
討
す
る
事
項
が

大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
新

た
な
事
項
と
し
て
、
町
公
用

車
の
一
元
管
理
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
業
務
の

民
営
委
託
の
検
討
、
精
神
障

害
者
通
所
授
産
施
設
「
ぽ
ぽ

ろ
館
」
の
あ
り
方
の
検
討
、

生
ご
み
分
別
化
の
実
施
の
４

事
項
を
掲
げ
て
い
る
。

第
４
次
に
お
け
る
想
定
効

果
額
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
推
進
及
び
健
康
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
の
見
直
し
な

ど
に
よ
る
削
減
効
果
と
し
て

７
億
３
千
１４６
万
４
千
円
、
処

分
可
能
な
土
地
の
早
期
売
却

に
よ
る
増
収
効
果
と
し
て
６

千
６４
万
７
千
円
、
合
わ
せ
て

７
億
９
千
２１１
万
１
千
円
を
目

標
値
と
し
て
い
る
。

〔
行
政
改
革
の
課
題
に
つ
い

て
〕第

３
次
で
は
、
町
単
独
補

助
金
の
見
直
し
や
職
員
の
定

員
管
理
、
議
員
定
数
の
削
減

な
ど
に
よ
り
、
一
定
の
効
果

が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
全
体
の
２
割
に
相

当
す
る
１１
項
目
で
検
討
中
で

あ
り
、
第
４
次
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

第
４
次
で
は
、「
選
択
と

集
中
で
持
続
可
能
な
行
政
運

営
」
を
基
本
目
標
と
し
て
い

る
が
、
改
革
へ
の
課
題
と
し

て
、
次
に
掲
げ
る
３
点
を
挙

げ
て
い
る
。

①
町
が
最
良
と
判
断
し
た
見

直
し
で
あ
っ
て
も
、
利
害
関

係
者
、
利
用
者
、
既
得
権
者

等
か
ら
の
反
発
、
し
が
ら
み
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が
障
害
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
と

そ
れ
に
対
す
る
行
政
経
営
資

源
配
分
（
選
択
と
集
中
）
の

明
確
な
基
準
づ
く
り
が
難
し

い
場
合
が
あ
る
。

③
前
例
踏
襲
、
慣
例
、
事
な

か
れ
主
義
、
縦
割
り
部
局
主

義
と
い
っ
た
考
え
方
や
意
識

が
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
い
な

い
。こ

の
改
革
へ
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
七
飯
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
町
政
に
関
心
を
持

ち
、
自
主
・
自
立
の
意
識
の

も
と
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
町
民
と
問
題
点
を
共
有

し
な
が
ら
、
町
民
の
納
得
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と

集
中
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

委
員
か
ら
、
指
定
管
理
に

移
行
し
た
場
合
、
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
職
員
の
扱
い

や
公
用
車
の
一
元
管
理
計

画
、
適
正
な
職
員
定
数
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
指

定
管
理
を
公
募
す
る
段
階
で

の
協
議
や
組
織
・
機
構
の
見

直
し
と
併
せ
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

〔
ま
と
め
〕

地
方
公
共
団
体
の
財
政

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
行
財
政
改
革

は
、
継
続
的
か
つ
効
率
的
に

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

平
成
２２
年
６
月
に
「
地
域

主
権
戦
略
大
綱
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
国
と
地
方
が
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ

り
、
行
政
の
各
分
野
に
お
い

て
適
切
な
役
割
を
分
担
す
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体

の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
基
本
理
念
は
、
地
域

の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
実

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方

財
政
の
所
要
の
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
住
民
生
活
の

安
心
と
安
全
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
を
支
え
、
地

域
の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
と

し
て
い
る
。

第
４
次
行
政
改
革
大
綱

は
、
国
の
動
向
や
少
子
高
齢

化
、
長
引
く
経
済
不
況
等
の

社
会
情
勢
の
中
で
、
地
方
財

政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
「
選
択
と
集

中
で
持
続
可
能
な
行
政
運

営
」
を
基
本
目
標
と
し
、
自

ら
必
要
と
す
る
財
源
を
自
ら

確
保
し
、
自
己
決
定
と
自
己

責
任
の
も
と
で
行
政
運
営
を

行
う
自
立
し
た
自
治
体
を
目

指
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
第
４
次

行
政
改
革
大
綱
を
町
民
に
周

知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
改
革
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
町
民
の
意
見
等
を
十

分
に
行
財
政
改
革
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
常
に
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
視
野
に
入
れ

た
事
務
事
業
の
見
直
し
や
行

政
組
織
の
見
直
し
・
再
編
を

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
改
革
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
国
や
道
か

ら
の
財
政
支
援
や
経
済
不
況

に
よ
り
大
幅
な
税
収
の
増
加

が
望
め
な
い
状
況
か
ら
、
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
行
政

改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
早
急
に
実
施
で
き
る
も

の
は
速
や
か
に
検
討
す
る
こ

と
に
合
わ
せ
、
行
政
・
議

会
・
町
民
の
協
働
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
職
員

が
地
域
で
汗
を
か
き
地
域
の

声
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
意
識

の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
で
の
役
割
分
担
を
徹
底

し
、
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
書

及
び
決
算
に
関
す
る
関
係
書

類
、
証
書
類
の
ほ
か
、
当
委

員
会
が
要
求
し
た
資
料
等
を

も
と
に
、
担
当
課
長
等
の
出

席
を
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

平
成
２２
年
度
の
一
般
会

計
、
６
特
別
会
計
、
水
道
事

業
会
計
の
８
会
計
の
決
算
審

査
に
あ
た
り
、
詳
細
に
慎
重

に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全

員
一
致
で
８
会
計
す
べ
て
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

な
お
、
委
員
会
か
ら
次
の
と

お
り
総
括
意
見
を
付
す
。

平
成
２２
年
度
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
総

額
１１０
億
２
千
３６９
万
７
千
円
で

国
の
経
済
対
策
に
伴
う
地
方

交
付
税
、
子
ど
も
手
当
負
担

金
や
地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
な
ど
の
国
庫

支
出
金
、
子
育
て
支
援
対
策

臨
時
特
例
交
付
金
や
森
林

整
備
加
速
化
林
業
再
生
事
業

な
ど
の
道
支
出
金
、
新
幹
線

建
設
関
連
事
業
の
受
託
な
ど

の
増
額
に
よ
り
、
前
年
度
よ

り
８
億
７
千
９２０
万
９
千
円

（
８．
７
％
）
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。

歳
出
総
額
は
１０７
億
８
千
９８７

万
６
千
円
で
子
ど
も
手
当
の

支
給
や
国
の
地
域
活
性
化
関

連
事
業
、
藤
城
小
学
校
改
築

事
業
、
新
幹
線
建
設
関
連
受

託
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
９
億
１
千

９５６
万
９
千
円
（
９．
３
％
）
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

差
引
額
は
２
億
３
千
３８２
万
１

千
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
越
す

べ
き
財
源
６
千
２０７
万
６
千
円

を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は

１
億
７
千
１７４
万
５
千
円
の
黒

字
で
あ
る
が
、
実
質
収
支
額

か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
額

を
差
引
い
た
単
年
度
収
支
額

は
９
千
５５０
万
７
千
円
の
赤
字

と
な
り
、
こ
れ
に
財
政
調
整

基
金
積
立
金
を
加
え
た
実
質

単
年
度
収
支
額
は
６
千
１４９
万

３
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
依
然
国
内
の
経

済
は
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ

ず
、
し
か
も
、
本
年
３
月
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
、
今
後
も
国
の

財
政
支
援
が
続
く
と
限
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体

は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

町
の
財
政
に
お
い
て
３５．
２

％
を
占
め
る
町
税
等
の
自
主

財
源
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
不
可
欠
な
財
源
で
あ

り
、
収
入
未
済
額
の
収
納
対

策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

町
は
、収
納
対
策
と
し
て
、

担
税
力
が
あ
り
な
が
ら
納
税

相
談
に
応
じ
な
い
な
ど
、
納

税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
悪

質
滞
納
者
に
対
す
る
財
産
・

給
与
・
預
貯
金
等
の
差
押
え

な
ど
に
よ
り
、
町
税
の
収
納

率
は
前
年
度
よ
り
１.４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
お
り
、
収
納
努

力
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、

景
気
低
迷
が
長
引
い
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
法
人
町
民
税
が
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落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

収
入
額
は
前
年
度
よ
り
４
千

６８３
万
９
千
円
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
収
入
未
済
額
は
一

般
会
計
と
特
別
会
計
合
わ
せ

て
６
億
１
千
５９０
万
６
千
円
で

あ
り
、
特
に
町
税
２
億
４
千

６１８
万
８
千
円
、
国
民
健
康
保

険
税
２
億
８
千
２５６
万
５
千
円

と
多
額
に
な
っ
て
い
る
。

今
日
の
疲
弊
し
た
地
方
経

済
に
お
い
て
は
、
道
内
の
複

数
の
自
治
体
が
財
政
健
全
化

団
体
と
な
っ
て
お
り
、
住
民

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
中
、
当
町
は

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
４
指
標
と
も
ク
リ
ア
し

て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
失

業
、
所
得
の
減
少
な
ど
に
よ

り
収
入
未
済
額
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
。

ま
た
、
数
多
く
の
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
を
抱
え
て
い

る
こ
と
か
ら
安
定
し
た
町
税

等
の
自
主
財
源
の
確
保
は
至

上
の
命
題
で
あ
る
。

町
は
、
収
納
対
策
に
つ
い

て
広
報
等
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
と
と
も
に
、
個
々

の
収
入
未
済
額
が
多
額
に
な

ら
な
い
段
階
で
の
収
納
に
あ

た
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
収

納
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、歳
出
に
お
い
て
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
合
わ

せ
て
予
算
現
額
１８２
億
３
千
３９

万
２
千
円
に
対
し
て
支
出
済

額
１７３
億
５
千
５８５
万
円
で
、
さ

ら
に
翌
年
度
繰
越
額
４
億
４

千
１６０
万
５
千
円
を
除
い
た
４

億
３
千
２９３
万
７
千
円
が
不
用

額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
不
用
額
の
う
ち
一
般

会
計
で
は
予
算
現
額
１１４
億
６

千
５６０
万
１
千
円
に
対
し
て
支

出
済
額
１０７
億
８
千
９８７
万
６
千

円
千
円
で
、
さ
ら
に
翌
年
度

繰
越
額
４
億
４
千
１６０
万
５
千

円
を
除
い
た
２
億
３
千
４１２
万

円
が
不
用
額
と
な
っ
て
い

る
。
不
用
額
は
、
前
年
度
繰

越
事
業
の
執
行
残
の
ほ
か
、

数
多
く
の
事
務
事
業
予
算
科

目
の
支
出
残
額
の
積
み
上
げ

で
あ
り
、
経
費
の
節
減
に
努

め
た
結
果
で
一
概
に
指
摘
す

べ
き
で
は
な
い
が
、
一
部
の

事
務
事
業
の
中
で
不
用
額
が

多
い
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算

の
段
階
で
予
算
措
置
が
必
要

で
あ
っ
た
の
か
と
疑
義
に
感

じ
る
と
と
も
に
、
的
確
な
予

算
執
行
状
況
の
把
握
や
詳
細

な
決
算
見
込
み
に
よ
る
整
理

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
監
査
委
員
か
ら
指

摘
の
あ
っ
た
事
項
（
随
意
契

約
の
見
直
し
、
予
備
費
の
厳

格
な
執
行
、
補
助
金
に
係
る

事
務
処
理
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま

え
、
今
後
の
適
正
な
事
務
事

業
の
執
行
に
活
か
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

全
会
計
に
お
い
て
実
質
収

支
額
は
黒
字
で
あ
る
が
、
今

後
も
国
や
道
の
財
政
支
援
に

不
確
定
要
素
が
含
ま
れ
て
お

り
、
町
の
財
政
運
営
は
一
層

厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財

政
運
営
の
た
め
、
厳
正
か
つ

慎
重
な
事
務
事
業
の
執
行
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
会
計
ご
と
の
審
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

歳
入
は
、
町
財
政
の
根
幹

を
な
す
町
税
の
収
入
未
済
額

が
２
億
４
千
６１８
万
８
千
円
と

前
年
度
よ
り
４
千
６１５
万
８
千

円
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

収
納
率
は
１.４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
、
今
日
の

経
済
情
勢
を
反
映
し
て
、
収

入
額
は
前
年
度
よ
り
４
千
６８３

万
９
千
円
（
１．
８
％
）
減
少

し
て
お
り
、
財
政
の
安
定
性

を
図
る
た
め
、
住
民
の
税
負

担
の
公
平
性
を
期
す
る
う
え

か
ら
も
、
町
税
を
除
く
収
入

未
済
額
５
千
４３９
万
５
千
円
と

と
も
に
悪
質
滞
納
者
に
は
厳

し
く
対
処
し
、
一
層
の
収
納

率
向
上
に
努
力
す
べ
き
で
あ

る
。ま

た
、
歳
入
の
特
徴
と
し

て
は
、
国
の
経
済
対
策
に
伴

う
地
方
交
付
税
、
子
ど
も
手

当
負
担
金
や
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
な
ど

の
国
庫
支
出
金
、
子
育
て
支

援
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
や

森
林
整
備
加
速
化
林
業
再

生
事
業
な
ど
の
道
支
出
金
、

新
幹
線
建
設
関
連
事
業
の
受

託
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
８
億
７
千
９２０
万
９

千
円
（
８．
７
％
）
の
大
幅

な
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
比
率

は
３５．
２
％
で
前
年
度
よ
り

１.７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い

る
。次

に
、
歳
出
は
、
予
算
現

額
１１４
億
６
千
５６０
万
１
千
円
に

対
し
、
支
出
済
額
は
１０７
億
８

千
９８７
万
６
千
円
、
こ
れ
に
繰

越
明
許
費
繰
越
額
４
億
４
千

１６０
万
５
千
円
を
含
め
た
執
行

率
が
９８．
０
％
と
ほ
ぼ
予
算

ど
お
り
執
行
さ
れ
て
い
る

が
、
不
用
額
の
２
億
３
千
４１２

万
円
の
中
に
は
前
年
度
繰
越

事
業
の
執
行
残
が
含
ま
れ
て

い
る
一
方
で
、
一
部
の
事
務

事
業
に
お
い
て
当
初
予
算
が

執
行
さ
れ
て
い
な
い
科
目

や
、
補
正
予
算
以
上
に
不
用

額
が
生
じ
て
い
る
科
目
も
あ

り
、
予
算
措
置
及
び
整
理
予

算
の
段
階
で
十
分
に
精
査
す

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
歳
出
の
特
徴
と
し

て
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給

や
国
の
地
域
活
性
化
関
連
事

業
、
藤
城
小
学
校
改
築
事

業
、
新
幹
線
建
設
関
連
受
託

事
業
の
実
施
な
ど
で
あ
り
、

前
年
度
よ
り
９
億
１
千
９５６
万

９
千
円
（
９．
３
％
）
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
積
極
的
な
特
定
財

源
の
確
保
、
収
納
対
策
の
強

化
に
よ
る
未
収
額
の
圧
縮
を

図
り
、
施
策
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
優
先
度
を
は
じ
め

必
要
性
、
妥
当
性
等
の
精
査

や
財
源
の
計
画
的
な
配
分
を

図
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化
な

ど
を
よ
り
一
層
望
む
も
の
で

あ
る
が
、
本
会
計
に
つ
い
て

は
、
概
ね
予
算
に
沿
っ
て
事

務
事
業
が
執
行
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額

は
、
３
千
８８３
万
９
千
円
と
黒

字
で
あ
り
、
実
質
収
支
額
か

ら
前
年
度
繰
越
金
を
差
し
引

い
た
単
年
度
収
支
額
も
、
２

千
８４６
万
５
千
円
の
黒
字
と
な

っ
て
い
る
。

歳
入
の
う
ち
、
国
民
健
康

保
険
税
は
前
年
度
と
比
較
し

て
、
失
業
に
よ
る
新
た
な
加

入
者
の
増
加
、
景
気
低
迷
に

よ
る
所
得
減
な
ど
に
よ
り
一

世
帯
あ
た
り
の
税
額
が
約
７

千
円
、
被
保
険
者
一
人
あ
た

り
の
税
額
が
約
３
千
円
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
て
お
り
、
調
定

額
も
８
千
５５９
万
４
千
円
減
少

し
て
い
る
が
、
滞
納
者
へ
の

納
税
相
談
や
差
押
え
な
ど
の

収
納
強
化
に
よ
り
、
収
入
額

で
１
千
６９３
万
円
の
増
、
収
納

率
で
は
６.７
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅

に
上
昇
し
て
い
る

ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
２

千
５１６
万
４
千
円
で
前
年
度
と

比
較
し
て
７
千
５６５
万
８
千
円

の
減
、
収
入
未
済
額
も
２
億

審

査

の

結

果

一 

般 

会 

計 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 
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８
千
２５６
万
５
千
円
で
前
年
度

と
比
較
し
て
５
千
１８３
万
４
千

円
の
減
少
で
あ
り
、
収
納
強

化
の
効
果
は
あ
る
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
多
額
な
状
況
で
あ

る
。歳

出
の
う
ち
、
保
険
給
付

費
は
２３
億
９
千
３０７
万
５
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
８
千
５７８
万
円

（
３．
７
％
）
の
増
と
な
っ
て
い

る
。療

養
諸
費
１
人
当
り
費
用

額
も
３４
万
６
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

１
万
１
千
円
（
３．
２
％
）
増

加
し
て
い
る
。
今
後
、
一
時

的
な
流
行
病
な
ど
に
よ
り
医

療
費
が
嵩
む
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
は
保
険
給
付
費
も
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
赤
字
に

転
落
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

本
会
計
の
財
政
運
営
は
深
刻

な
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
、国
民
健
康
保
険
は
、

加
入
者
が
納
付
す
る
国
民
健

康
保
険
税
を
財
源
と
し
て
運

営
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
本
会
計
の
健
全
な
運
営

及
び
加
入
者
負
担
の
公
平
性

を
期
す
る
う
え
か
ら
厳
し
い

収
納
対
策
が
必
要
で
あ
る

が
、
本
会
計
は
、
実
質
収
支

額
及
び
単
年
度
収
支
額
が
黒

字
で
あ
り
、
支
出
に
つ
い
て

も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

本
会
計
は
、
平
成
２２
年
度

で
廃
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、

歳
入
歳
出
と
も
５４２
万
３
千
円

で
実
質
収
支
額
は
０
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
医

療
費
交
付
金
及
び
前
年
度
繰

越
金
で
あ
り
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
医
療
費
現
物
給
付

扶
助
費
及
び
過
年
度
分
精
算

返
還
金
で
あ
る
。

以
上
、
本
会
計
は
、
適
正

に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出

も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
、
全
員
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は

６４０
万
７
千
円
の
黒
字
で
あ
る

が
、
そ
の
額
は
出
納
閉
鎖
期

間
の
４
月
１
日
か
ら
５
月
３１

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
保
険

料
で
、
平
成
２３
年
度
に
お
い

て
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
収

入
未
済
額
が
３６７
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
、
不
納
欠
損

額
も
新
た
に
４
万
３
千
円
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
収
納
対

策
の
強
化
を
望
む
も
の
で
あ

る
。以

上
、
本
会
計
は
、
実
質

収
支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保

さ
れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断

し
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は

２
千
２５
万
４
千
円
の
黒
字
で

あ
る
が
、
実
質
収
支
額
か
ら

前
年
度
繰
越
金
を
差
し
引
い

た
単
年
度
収
支
額
は
２
千
１７３

万
４
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て

お
り
、
介
護
保
険
料
の
収
入

未
済
額
が
１
千
３１
万
３
千
円

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
収

納
対
策
の
強
化
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

歳
入
は
、
保
険
料
、
国
庫

支
出
金
及
び
支
払
基
金
交
付

金
な
ど
の
増
に
よ
り
前
年
度

と
比
較
し
て
２
千
５３８
万
２
千

円
（
１．
４
％
）
の
増
加
で
あ

り
、
歳
出
は
、
保
険
給
付
費

及
び
諸
支
出
金
な
ど
の
増
に

よ
り
前
年
度
と
比
較
し
て
４

千
７１１
万
６
千
円
（
２．
６
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
同
額
の
１
千
５７
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
は
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
費
収
入
で
あ
り
、

歳
出
は
、
全
額
が
保
険
事
業

勘
定
に
繰
出
し
さ
れ
て
い

る
。以

上
、
本
会
計
は
、
実
質

収
支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保

さ
れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断

し
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は

２７４
万
２
千
円
の
黒
字
で
あ

り
、
実
質
収
支
額
か
ら
前
年

度
繰
越
金
を
差
し
引
い
た
単

年
度
収
支
額
も
９１
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
２２
年
度
末
の
公
共
下

水
道
、
特
環
下
水
道
を
合
わ

せ
た
排
水
区
域
面
積
は
６９０
ｈａ

で
、
前
年
度
よ
り
２５
ｈａ
増
加

し
、
下
水
管
布
設
延
長
は
２

㎞
増
の
１２４
㎞
で
あ
る
。

ま
た
、
年
間
有
収
水
量
は

２８３
万
８６１
k
で
前
年
度
よ
り
５

万
４
千
２３７
k
増
加
し
、
料
金

収
入
は
３
億
４
千
７５０
万
５
千

円
で
、
前
年
度
よ
り
７５５
万
２

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

受
益
者
分
担
金
及
び
下
水

道
使
用
料
の
収
入
未
済
額
は

１
千
８７７
万
２
千
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
９７
万
５
千
円

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
下

水
道
事
業
は
主
に
受
益
者
分

担
金
、
下
水
道
使
用
料
並
び

に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層

収
納
対
策
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

歳
入
は
、
町
債
な
ど
の
減

に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し
て

９
千
３０８
万
４
千
円
（
８．
６
％
）

の
減
少
で
あ
り
、
歳
出
は
、

公
共
下
水
道
事
業
費
及
び
公

債
費
の
減
に
よ
り
前
年
度
と

比
較
し
て
９
千
３９９
万
４
千
円

（
８．
７
％
）
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

以
上
、
本
会
計
は
、
実
質

収
支
額
及
び
単
年
度
収
支
額

が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
正
に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、

歳
出
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
も
の
と
判
断
し
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は

５０６
万
２
千
円
の
黒
字
で
あ
る

が
、
実
質
収
支
額
か
ら
前
年

度
繰
越
金
を
差
し
引
い
た
単

年
度
収
支
額
は
６
万
２
千
円

の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
は
、
平
成
２２
年
度
で

土
地
売
払
収
入
が
な
く
、
前

年
度
と
比
較
し
て
４
千
９８２
万

７
千
円
（
９０．
４
％
）
の
減

少
で
あ
り
、
歳
出
も
、
前
年

度
と
比
較
し
て
４
千
９７６
万
５

千
円
（
９９．
６
％
）
の
減
少
で

あ
る
。

以
上
、
本
会
計
は
、
未
売

却
地
の
早
期
処
分
が
望
ま
れ

る
が
、
実
質
収
支
額
は
黒
字

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に

歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
も

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も

の
と
判
断
し
、
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。営

業
収
益
４
億
２２
万
３
千

円
と
営
業
外
収
益
２１３
万
６
千

円
の
合
計
額
４
億
２３５
万
９
千

円
か
ら
、
営
業
費
用
３
億
２

千
１５３
万
２
千
円
と
営
業
外
費

用
６
千
３８０
万
４
千
円
を
合
計

老
人
保
健
特
別
会
計 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

介
護
保
険
特
別
会
計 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

土
地
造
成
事
業
特
別
会
計 

水
道
事
業
会
計 
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し
た
３
億
８
千
５３３
万
６
千
円

を
差
し
引
い
た
経
常
利
益
は

１
千
７０２
万
３
千
円
で
あ
る
。

経
常
利
益
か
ら
、
水
道
料

金
の
不
納
欠
損
処
分
で
あ
る

特
別
損
失
６３０
万
７
千
円
を
差

し
引
い
た
当
年
度
純
利
益
は

１
千
７１
万
６
千
円
で
あ
る
。

平
成
２２
年
３
月
３１
日
現
在

の
水
道
料
金
の
未
収
金
は
、

平
成
２２
年
度
分
で
４
千
７０８
万

９
千
円
、
平
成
２１
年
度
以
前

の
滞
納
繰
越
分
で
３
千
２６１
万

３
千
円
、
合
わ
せ
て
７
千
９７０

万
２
千
円
で
あ
り
、
前
年
度

に
比
べ
て
１５０
万
７
千
円
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２２

年
度
分
の
未
収
金
４
千
７０８
万

９
千
円
に
は
、
平
成
２３
年
４

月
に
徴
収
す
る
３
月
分
の
水

道
料
金
２
千
９９９
万
７
千
円

（
前
年
同
期
１２０
万
３
千
円
千

円
増
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
滞
納
者
へ
の
給
水

停
止
処
分
等
の
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

本
会
計
は
、
企
業
努
力
に

よ
り
利
益
を
生
じ
て
い
る
も

の
の
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
て
い
る
住
民
の
公

平
性
を
堅
持
す
る
た
め
に
も

未
収
金
の
圧
縮
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

未
納
額
が
膨
ら
ま
な
い
う
ち

に
早
め
の
徴
収
を
行
う
こ
と

と
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て

は
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
２２
年
度
の
建
設
改
良

費
は
、
車
両
基
地
建
設
に
伴

う
水
道
管
移
設
工
事
、
道
道

大
沼
公
園
鹿
部
線
交
通
安
全

施
設
工
事
に
伴
う
水
道
管
移

設
工
事
、
本
町
第
９
水
源
整

備
工
事
な
ど
の
工
事
費
の
ほ

か
、
取
替
用
量
水
器
購
入
費

等
で
１
億
５
千
７５７
万
２
千
円

が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
債
償
還
金
は

７
千
２２０
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
３７０
万
４
千
円
（
５．
４
％
）

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
本
会
計
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
予
算
執
行
が
行

わ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、

ま
た
、
水
道
事
業
の
施
設
整

備
及
び
適
切
な
維
持
管
理
を

行
い
、
充
実
し
た
安
全
な
水

の
供
給
を
図
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
健
全
な
企
業
会

計
の
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
員
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

な
お
、
平
成
２２
年
４
月
か

ら
藤
城
・
峠
下
地
区
が
新
た

に
給
水
区
域
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
給
水
収
益
は
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
藤
城
簡

易
水
道
拡
張
事
業
に
伴
う
企

業
債
元
金
の
償
還
も
始
ま
る

こ
と
、
当
期
純
利
益
は
生
じ

て
い
る
も
の
の
前
年
度
よ
り

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
企
業
会
計
の
執
行
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

平成２２年度決算の状況 

１１,０２３,６９６,７６８ 

３,４１３,５９８,２１１ 

５,４２２,８９１ 

３３４,８０４,３４６ 

１,８８０,１４８,１５９ 

９８９,４４７,７１９ 

５,２７６,９８２ 

４２１,９４０,４３６ 

１２７,０７６,３５０ 

１０,７８９,８７６,２４１ 

３,３７４,７５９,１４２ 

５,４２２,８９１ 

３２８,３９７,６９６ 

１,８５９,８９４,２６４ 

９８６,７０５,８７９ 

２１５,１９８ 

４０６,３０５,３８２ 

２２９,７７２,５４６ 

２３３,８２０,５２７ 

３８,８３９,０６９ 

０ 

６,４０６,６５０ 

２０,２５３,８９５ 

２,７４１,８４０ 

５,０６１,７８４ 

１５,６３５,０５４ 

△１０２,６９６,１９６ 

６２,０７６,０００ １７１,７４４,５２７ 

３８,８３９,０６９ 

０ 

６,４０６,６５０ 

２０,２５３,８９５ 

２,７４１,８４０ 

５,０６１,７８４ 

１５,６３５,０５４ 

△１０２,６９６,１９６ 

会計名 

決算額 
歳 出 総 額 歳 入 総 額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額 

収 益 的 収 支 

資 本 的 収 支 
水道事業 

特
　
別
　
会
　
計 

一　　般　　会　　計  

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

後 期 高齢者医療  

介 護 保 健  

下 水 道 事 業  

土 地 造 成 事 業  

（単位：円） 

平成２３年　定例会・臨時会出席状況一覧表 

第５回臨時会 

第３回定例会 

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　×　○ 

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○ 

○　△　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　△　○ 

○　○　○　○　△　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○ 

○　○　○　○　×　△　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○ 

○　○　○　△　△　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○ 

７月２５日 

９月６日 

９月７日 

９月８日 

９月９日 

９月２２日 

開  会  日 

※判定　○＝出席、×＝欠席、△＝遅参・早退・中座、公＝公務、忌＝忌引 

小

松

義

光

 

横

田

有

一

 

牧
　
野
　
喜
代
志 

坂

田

邦

彦

 

木
　
下
　
　
　
敏 

佐

野

史

人

 

林
　
　
　
秀
　
樹 

青

山

金

助

 

坂
　
本
　
　
　
繁 

畑

中

静

一

 

上

野

武

彦

 

中

島

勝

也

 

平

松

俊

一

 

長
谷
川
　
生
　
人 

中

川

友

規

 

日
下
部
　
雅
　
一 

前

田

宗

勝

 

神

�

和

枝
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